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【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
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【担当教員】

大島 由紀夫

【授業目標・教育方針】
　異質な文化を担う人々と交流し、国際化した社会の中で活躍するためには、自国の文化に関する教養を身につけて
おくことが要求される。この授業の目標は、古典芸能の世界に分け入り、自己の拠って立つ日本文化の特質について
理解を深めることにある。

【授業概要】
　「芸能とは何か」という問いから始発し、古典芸能に関する基礎的知識の習得と映像資料による鑑賞を通して、古典
芸能の内包する文化的諸問題について考察する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は特に指定せず、授業担当者が作成したプリント教材を用いる。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
主として講義形式をとる。第 2 回～第 14 回は、毎時ビデオ・ＤＶＤ等の映像資料を用いる。

【メッセージ】
能・狂言、歌舞伎、文楽などの公演に足を運んでみましょう。

【備考】
受講者は、古典芸能について興味・関心のあることが望ましい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：50%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：日本文化論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 古典芸能概説 (1) 古典芸能のジャンルと史的展開について概観する。
(2) 祭祀・儀礼と芸能との関係について考察する。

第 2 回 伎楽と舞楽 (1) 講義により、伎楽・舞楽の概要を理解する。
(2) 映像資料により、伎楽・舞楽の芸態と特徴を理解す
る。

第 3 回 宮廷神楽と里神楽 (1) 講義により、神楽の概要を理解する。
(2) 神話に取材した里神楽の演目について知見を得る。
(3) 映像資料により、神楽の芸態と特徴を理解する。

第 4 回 群馬県の里神楽 (1) 群馬県における里神楽の伝承状況について知見を得
る。
(2) 映像資料により、群馬県下の里神楽の芸態と特徴を
理解する。

レポート

第 5 回～第 6 回 能・狂言 (1) 講義により、能・狂言の概要を理解する。
(2) 映像資料により、能・狂言の芸態と特徴を理解す
る。

第 7 回 平曲と盲僧琵琶 (1) 講義により、平曲と盲僧琵琶の概要を理解する。
(2) 映像資料により、盲僧琵琶の芸態と特徴を理解す
る。

レポート

第 8 回～第 9 回 歌舞伎 (1) 講義により、歌舞伎の概要を理解する。
(2) 映像資料により、歌舞伎の芸態と特徴を理解する。

第 10 回～第 11 回 文楽 (1) 講義により、文楽の概要を理解する。
(2) 映像資料により、文楽の芸態と特徴を理解する。

第 12 回 群馬県の地芝居 (1) 群馬県における地芝居の伝承状況について知見を得
る。
(2) 映像資料により、群馬県下の地芝居の芸態と特徴を
理解する。

レポート

第 13 回 落語 (1) 講義により、落語の概要を理解する。
(2) 映像資料により、落語の芸態と特徴を理解する。

第 14 回 講談・浪花節 (1) 講義により、講談・浪花節の概要を理解する。
(2) 映像資料により、講談・浪花節の芸態と特徴を理解
する。

レポート

第 15 回 定期試験
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